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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,典型的なガラス形成酸化物であるB203をマトリックスとし,各種金属酸化物を含有するガ
ラスを作製し,それらガラスの三次非線形光学特性の評価を行うと共に,三次非線形光学感受率 (X(3))
を支配する光学的因子ならびに構造的因子を明らかにした研究結果をまとめたもので,得られた主な成果
は次の通りである｡
1.ホウ酸塩ガラスネットワークの構造単位の影響を調べ,BO3-BO4構造単位の変化よりも非架橋酸
素を有するBO3~の生成の方がX(3)の増大に大きく寄与することを見出した｡
2. X(3)値は光学バンドギャップの減少,屈折率の増加に伴なって増加した｡ガラス中の金属イオン周囲
の局所構造を調べ,それから予想される電子状態に基づいて光学バンドギャップ,屈折率ならびにX(3)
を解釈した｡
3.AgI-Ag20-B203ならびにPbO-Pr203-B2033成分ガラス系は,10~12esuォ-ダーの大きなX(3)値
を示すことを見出した｡前者では3光子励起,後者では1光子励起による電子共鳴がX(3)の向上に寄与
すると考えた｡
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4.希土類イオンのff電子遷移を光学遷移として利用することにより,X(3)値を大幅に増加させること
ができた｡この結果に基づいて希土類イオンを用いた非線形光学ガラス材料の新たな可能性を提唱した｡
5.各酸化物ガラスについて修正Lines式の適用を行い,この式は線形光学パラメータからX(3)値を予測
するのに有用な式であることを兄い出した｡
以上要するに,本論文は酸化物ガラスの非線形光学特性に関して貴重な基礎的知見を提供したもので学
術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値のある
ものと認める｡ また,平成9年 1月23日,論文内琴とそれに関連した事項について試問を行った結果,令
格と認めた｡
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